
 
 

令和７年度「川崎市上下水道局業務改善・研究発表会（下水道部門）」を 

開催し、最優秀賞を選出しました 

 
 

令和８年１月１４日（水）に川崎市役所本庁舎２階ホールにおいて「川崎市上下水道局業務改善・

研究発表会（下水道部門）」を開催し、日常業務等で得られた調査・研究結果など全１４編の発表の内、

最優秀賞１編と優秀賞２編を選出し、上下水道事業管理者から表彰を行いました。なお、当日は川崎

市職員、他自治体職員、報道機関等からの聴講者も含め１１１名が参加し、活発な議論や情報共有が

なされました。 
 

～表 彰～ 
 

 ◇最優秀賞◇ 
 

  「維持管理における省エネの取組み 

～西系反応タンク撹拌機の間欠運転～」 

入江崎水処理センター  藤 本
ふじもと

 広 祐
こうすけ

 
 
 

 ◇優秀賞◇ 

  「4 水処理センターにおける流入水の多元素一斉分析の基礎調査」 

下水道水質課  竹 腰
たけごし

 希未
のぞみ

 
 

  「排水樋管周辺地域におけるポンプゲート設備の整備に関する中間報告」 

下水道施設再構築担当  駒井
こまい

 一樹
かずき

 

 
 

 

 

 

 

 

         熱気で満ちた発表            上下水道事業管理者・審査員・発表者 勢揃い 

 今後も高度で効率的な事業運営及び市民サービス向上のため、様々な職種の職員がそれぞれ所管業務

について調査・研究を行い、専門知識及び技術向上を目指すことで、市民生活の安心・安全を守るため、

努力していきます。 

 

令和８年１月１６日 
報 道 発 表 資 料 
川 崎 市 上 下 水 道 局 

問合せ先 
川崎市上下水道局庶務課 寺岡 
電話 044－200－3095 

～発表概要～ 
入江崎水処理センター西系における省エネに資

する運転管理手法として、職員による制御回路改

良で実現した西系反応タンク撹拌機間欠運転自

動化とその省エネ効果について 


